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研究分野：教育学 
科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 
キーワード： 学習意欲 学習動機付け 教育成果  教育効果 学習支援 評価 カリキュラム 
 
１．研究計画の概要 
 

平成 20 年度にスタートした金沢大学の新
たな教育組織（3 学域・16 学類）の学生の４
年間の学習状況を調査することによって、用
意された学習動機付けを含む諸々の学習支
援の試みがどのような教育成果（アウトカム
ズ）を生み出すかを、旧システムで学習して
いる学生との比較も含めて、実証的に明らか
にする。また、他の高等教育機関における同
種の試みについての書面および訪問調査を
実施し、学習動機付けを意識したカリキュラ
ム開発と教育組織の関係、およびそうしたカ
リキュラムの教育成果・効果について研究す
る。併せて、教育成果の評価指標・評価手法、
効果的な目標達成のための学習支援に関す
る評価指標、さらには関連ＦＤの開発研究の
ための基礎資料等を得ることを目的とする。 
                                     
２．研究の進捗状況 
 

学生アンケートを重視した研究を行って
きた。すなわち、研究対象である、金沢大学
における、学生の学習状況についてアンケー
トを継続して実施し、その分析を始めている。
その中から、カリキュラム上学習意欲を高め
ている科目はどれなのか、学生の目から見た
学習意欲を高める科目であることの要因は
何か、そしてそれを受講することによってど
のような教育成果が上がっているのか、等を
中心として、解明を進めている。 
全国の高等教育機関で、学習意欲あるいは

教育成果は、ディプロマポリシーやカリキュ
ラムポリシーなどの作成において注目すべ
きキーワードとなっている。この観点から、
教育改革のための優れた取組を行っている

大学等に訪問調査を行っている。また、大学
教育学会などの学会や各地の大学コンソー
シアムなどの種々のセミナーなどで、関連す
る報告があれば参加してきている。そのよう
な場で、情報収集を行うとともに、関係者と
意見交換を試み、研究の深化に努めている。 

関連文献の収集にあたっては、CiNii 学術
コンテンツポータルや、各大学図書館のリポ
ジトリーで検索して入手している他、この種
の研究資料収集で定評のある広島大学高等
教育研究開発センター図書室等を活用させ
てもらっている。こうした文献を読み込むこ
とにより、研究の精緻化を図っている。 
研究成果については毎年、主として大学教

育学会等で報告し、他の研究者との意見交換
により、研究のあり方を随時見直すようにし
ている。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 当初の計画通り、毎年度、研究対象である、
金沢大学の学生に対するアンケート調査を
実施できている。その分析も進行中である。
関連文献の調査および収集もスムーズに行
っている。先行研究が無いテーマであること
から、想定を超える進度での研究とはなって
いないが、大学教育学会等の研究成果報告の
場においても、質疑応答により一定の評価が
されていることは実感出来ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
これまで実施してきたものと同一内容の

学生アンケートを平成 23 年度も継続して実
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施する。アンケートの分析を継続して実施し、
平成 24 年度はそこから得られる仮説の検証
に具体的に進む。 

平成 23 年度は、新たに、大学入学前の学
習意欲について、その向上のために優れた取
組を行っている高等学校への訪問調査を行
うことにしている。また、関連の文献収集も
行う予定である。そのため、元高校教諭の経
歴を持つ研究者に研究分担者に加わっても
らった。 

関連情報の収集を継続して実施する。学習
支援に優れた大学等の訪問調査および関連
するセミナー等に参加し情報収集を行う。関
連文献調査およびアンケート分析結果に基
づく研究成果の一端を、随時、学内にて報告
する。 
 平成 24 年度後半には、報告書の作成に向
けた業務を中心に取り組む。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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